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足場からの墜落防止措置の効果検証・評価検討会報告書（平成２１年度発生分）（抄） 

 

第５まとめ 

１ 総括評価 

下図のとおり、安衛則に基づく墜落防止措置の効果は高いと考えられ、上記第２に示した

検証・評価結果のとおり、直ちにその強化を図る必要はなく、安衛則に基づく墜落防止措置

の徹底を図るとともに、その労働災害防止効果について継続して検証を行うことが適当であ

ると考えられる。 

しかしながら、安衛則に基づく墜落防止措置を実施していても、不安全行動等により被災

している事案も見られることから、足場からの墜落・転落災害の防止を図るためには、安衛

則に基づく墜落防止措置の徹底も含め、以下のような対策の推進が必要であると考えられる。 

（１）組立・解体時の最上層からの墜落・転落災害の防止について 

  ①安衛則第 564 条第 1 項第 4 号等に基づく措置の徹底 

②安衛則第 565 条等に基づく作業主任者の選任及び職務の徹底 

③労働者による不安全行動をなくすための対策の徹底（作業手順の徹底や労働者に対する

安全衛生教育の実施、作業主任者による作業監視など） 

④手すり先行工法の更なる普及 

⑤組み立てやすい足場機材の開発と普及 

（２）通常作業時等における墜落・転落災害の防止について 

①安衛則第 563 条第 1 項第 3 号等に基づく措置の徹底 

②足場上での作業に伴って墜落防止設備を取り外す際における安全帯の使用と作業終了後

の確実な復旧 

③上記①及び②の状況の点検の実施 

④労働者による不安全行動をなくすための対策の徹底（労働者に対する安全衛生教育の実

施、適切な数の昇降設備の設置など） 

⑤足場上での作業に支障を来さないような使いやすい部材の開発と普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の約２９％ 

 → 安衛則に基づく措置の徹

底及び「不安全行動等の防

止」で防げる可能性が高い 

全体の約６５％ 

 → 安衛則に基づく措置の徹

底で防げる可能性が高い。 

全体の約５％ 

 → 作業手順や点検、教育の徹

底など「不安全行動等の防

止」で防げる可能性が高い。 

 

別添４ 
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２ 前項の総括評価に示した足場からの墜落・転落災害防止対策を推進するに当たっての留意点 

  今回は、平成 21 年度に発生した足場からの墜落・転落災害の事例をもとに、事業者団体等

からのヒアリング結果も踏まえ、安衛則に定める足場からの墜落・転落災害を防止するため

の設備的措置、管理的措置の効果について、検証・評価を行った。 

今回の検討会において実施した業界団体等ヒアリングにおいては、「手すり先行工法の義務

化」や「安衛則第 563 条第 1 項第 3 号に基づく措置の更なる強化」について議論がなされ、

賛否両論の意見が出されたところであるが、足場からの墜落・転落災害の防止に当たっては、

特定の対策を一律に適用するのではなく、ヒアリングの際に業界団体等から出された意見に

もあるとおり、リスクアセスメントの観点を踏まえ、各現場の実情に応じた安全対策を設計、

計画の段階から適切に検討することが必要であると考えられる。 

また、安全対策の検討に当たっては、下表（※）に掲げるような考え方に基づき、本質的

な安全対策を優先的に講ずるように努め、検討した対策を適切な管理のもと、総合的に実施

することが効果的である。 

なお、検討に当たっては、墜落防止措置を適切に実施しない背景として、足場上での作業

性の低下も大きく関係していると考えられることから、対策が確実に履行されるよう、実際

に足場上で行われている労働者の作業の実態等を十分に踏まえ、作業性の低下や不安全行動

等による新たなリスクの誘発等が生じないような対策とすべきであることにも留意する必要

がある。 

※ 足場からの墜落・転落災害防止対策の検討に当たっての考え方の例として、リスクアセスメントの基

本的な考え方、その各ステップにおける検討事項及び本検討会の対象とする足場からの「墜落・転落」

についてまとめたもの 

 

安全対策を検討する上での 

基本的な考え方 

【検討に当たっての優先順位①】 

危険な作業の廃止・変更等、設

計や計画の段階から労働者の就

業に係る危険性又は有害性を除

去又は低減する措置 

 

【検討に当たっての優先順位②】 

  インターロック、局所排気装置

等の設置等の工学的対策 
 

 

【検討に当たっての優先順位③】 

  マニュアルの整備等の管理的

対策 
 
 

 

 

 

【検討に当たっての優先順位④】 

  個人用保護具の使用 
 

 

 

 

・ 無足場工法や大組・大払工法など高所作業が少なく

て済む工法や作業方法の採用 
 

・ 高所での組立・解体作業を必要としないゴンドラや

高所作業車の採用 

・ 通常作業時等における手すり等の設置など安衛則に

基づく墜落防止対策の実施 
 

・ 組立・解体時における最上層での作業に当たり手す

り等をあらかじめ設置する 

・ 墜落危険個所への立ち入り禁止措置や、安全ネット

等による墜落距離の低減 
 

・ 作業主任者による作業指揮、点検等の適切な実施 
 

・ 適切な足場の組立方法に関するマニュアルの作成 
 

・ 上記の内容や、不安全行動の防止に関する安全衛生

教育の実施 

・ 臨時に手すり等を取外す際や組立・解体時等におい

て、あらかじめ手すり等を設けることが困難な場合に

おける安全帯の使用 
 

・ 墜落のリスクに応じた安全帯の「２丁掛け」の徹底 

足場からの「墜落・転落」 

について考えた場合の例 


